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	“「いい父親」ではなく「笑っている父親」へ”を合言葉に活動する 
	ファザーリング・ジャパン北海道がNPO法人化。 
	父親が子育てする風土が育っていない。それが、北海道の現状です。 
	だからこそ、必要なのは父親自身の意識の変化と、社会の仕組みの変化だと感じています。 
	私たちファザーリング・ジャパン北海道は、​この両面からアプローチする、北海道で唯一の団体です。 
	例えば、毎年発表される育児休業取得率。​2023年度の男性の取得率は17.13%で、政府目標「2025年に50%」には​遠く及びません。(2)　今月末発表される結果にも、注目が集まることでしょう。 
	【代表・理事メンバーのご紹介】 
	【団体概要】 


